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プロローグ 

 昨年度は，阿形清和博士がナミウズムシの再生に関する分子・細胞生物学的研究で日本動物学会賞を受賞された．今年

度は，小林一也博士ら（星 元紀博士のチーム）がリュウキュウナミウズムシの生殖性の解析に関する研究で Zoological 
Science Award（論文賞）を受賞される．同じ動物群を扱っている研究者としてお祝い申し上げると共に，私（川勝）が

命名・記載したプラナリア類が著名な実験動物の地位を得たことを喜んでいる．上記両種の学名は Duges a japonica 
Ichikawa et Kawakatsu, 1964 と Dugesia ryukyuens s Kawakatsu, 1976 である． 
 

I．日本渦虫類学の誕生と基礎固め 

 日本最初の渦虫類学の論文は Stimpson (1855, 1857) である．W. Stimpson (1832-1872) はアメリカ合衆国の博物学

者で，ペリー提督の黒船に護衛される形で中国・日本の各地を訪ね，無脊椎動物を採集された．プラナリア類については

多岐腸類と三岐腸類（主に淡水産と陸産の種類）を命名・記載された． 
 日本最初の渦虫類学者は飯島 魁博士 (1861-1921) で，ライプチッヒの Dr. R. Leuckart (1822-1898) のもとでドイツ

動物学を学び，ヨーロッパ産の淡水プラナリアの論文を発表された (1884)．また，帰国後，帝國大学紀要理科第一冊に

ヨーロッパ産の淡水と海水のプラナリア類の形態を報告された (1887)． 
 動物学雑誌（東京動物学会）は 1888 年（明治 21 年）創刊である．渦虫関係の最初の記事は，2 巻 (1890) に出版され

た「渦蟲類 (Turbellaria) の復生力」（ご、せ＝五島清太郎博士）と思う．フランスの Dugès と Hallez の再生研究を

紹介した縦書き 570 字ほどの短文で，古典的な用語で再生現象が説明されている．これ以後，渦虫類学関係の記事が散

見されるようになるが，外国人研究者の研究の紹介が主体であった． 
 飯島門下の渦虫類学者が活躍するのは 1911 年頃からで，鏑木外岐雄博士 (1890-1968) が代表格であった． Ijima & 
Kaburaki (1916) は Annotationes Zoologicæ Japnonenses 9 巻に掲載された論文で，日本産三岐腸類 12 種類の原記載

である（誤同定種を含む）．Annot. Zool. Japon. は 1897 年（明治 30 年）創刊の欧文誌（東京動物学会）で，日本語誌

名は日本動物学彙報である． 
 鏑木博士は，1922 年に，日本産三岐腸類の 3 群（海産・淡水産・陸産）の総説的論文 3 篇を東京帝国大学理学部紀要

（44 巻）に発表された．これらの著作によって，日本渦虫類分類学の基礎が固められた…といえよう．この当時の動雑，

彙報，東理紀要の役割を考えてみると，分類学関係では欧文誌である彙報が通常の記載論文発表誌で，その和文紹介とか，

和文短報は動雑に掲載，まとまった欧文総説論文は東理紀要に発表…というように使い分けられていた． 
 私は鏑木博士の遺品である 1914-1925 年当時の論文別刷，それに von Graff (1899) の陸生三岐腸類のモノグラフな

ど貴重な書籍類を大切に所持している．別刷の一部の写真とコピイを展示したい．なお，博士は，農業昆虫学関係の研究

に移られたため，1926 年以降の渦虫類関係の著作は解説書・図鑑類などの記事に限られている． 
  

II．復刻と電子版の公開 

1．印刷による復刻 

 第二次世界大戦中から戦後にかけて（1940-1950 年頃），出版事情が極端に悪化した．特に，欧文原著論文の発行は困

難で，また折角出版されても，配布前に爆撃で消失したものもあった．また，この当時，日本語だけの新種記載とか，日

本語の原記載に英文要約を付しただけの論文も出版された．止むを得ない事情でもあり，国際動物命名規約では日本語原
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記載も有効であるとしても，西欧人分類学者には参照・引用することができない結果となった． 
 私は，渦虫分類学関係の日本語論文数編を英文解説つきで復刻・配布することを計画した．出版には，在職当時，研究

費で維持していた不定期刊行の Occ. Publ., Biol. Lab. Fuji Women’s College, Sapporo (Hokkaidô), Japan をあてた．こ

れらの刊行物は次の通りである： 尾崎・岡本 (1944, Umagilla 属の 2 新種) by Kawakatsu (1983a); 加藤 (1943, 
Dugesia 属の 1 新種) by Kawakatsu (1983b); 加藤 (1947, Amphiscolops 属 1 新種; 1951, Convolutidae 2 新種）by 
Kawakatsu (1983c)．また，加藤光次郎博士 (1906-1981) の Polycladida of Japan (1944) は，出版直後にほとんど焼

失したようである．これも英文解説を付して，88 頁の単行書の形に復刻・出版した (Kawakatsu, 1983d)． 
 

2．電子版による復刻 

 印刷による復刻は有用な手段であるが，出版と配布のための費用負担は，個人では難しい．私の退職後に，Dr. A. Faubel 
(Inst. für Hydrobiologie, Hamburg) から，戸澤 (1918) の Convoluta 属 2 新種の日本語による原記載論文のコピイ送

付と英文説明を依頼された．それは，動雑 30 巻 (1918) に分載（3 回）された日本語論文で，欧文要約も含まれていな

い．とりあえず，コピイと解説を送ったあと，佐々木に電子版公表の技術的可能性を打診した．その結果が下記である． 
http://planarian.net/kswp/35/tozawa.pdf 
 上記電子版が置かれているドメイン名 http://planarian.net は，さきに触れた ‘Occ. Publ., Biol. Lab. Fuji Women’s 
College....’ (1970 - 2000, nos. 1 - 34 まで出版）の継続オンライン誌である． KAWAKATSU-&-SASAKI’s WEBPAGES 
ON PLANARIANS, SAPPORO & TÔKYÔ.  ISSN: 1348-3412 
 前項で触れた Kaburaki (1922a, b, c) は日本産三岐腸類の分類学の基本的文献であるが，誤同定や旧い属名が使用さ

れている．これら 3 論文に付されている原色図版 3 葉の復刻と詳細な英文解説が下記である． 
http://planarian.net/kswp/36/kaburaki.pdf 
 

III．新置換名―Kaburaki (1922d) と加藤 (1950) 

 Kawakatsu’s Collection は渦虫類（大部分は三岐腸類）の世界中からの標本である．固定標本・切片標本などで，膨

大な量である（http://planarian.net/kswp/37/mexico.pdf を参照）．私の退職時に自宅に移し，整理の終わった分から 
Universiteit van Amsterdam の Zöologisch Museum に送付している．同博物館の Dr. R. Sluys との共同研究の材料

で，標本の保管のことも考えた上での決断であった （ただし，タイプシリーズの一部は国立科学博物館に保管する約束）． 
 現在，上記標本に基づいて原稿化したもののひとつが下記である． 
Five new species of land planarians from Japan (Platyhelminthes, Tricladida, Bipaliidae), with a morphological 
review of all Japanese bipaliids and a biogeographic overview of Far Eastern species (by Kawakatsu, Sluys & 
Ogren). 
 Kaburaki (1922d) は中国の浙江省産のコウガイビルを Bipalium cantori  (Wright, 1860) として彙報 10 巻に報告，

加藤 (1950) は山西省産の標本を同種と考え，動雑 59 巻に報告された（和文）．上記種は ‘Dunlopea Cantoria ’として浙

江省から報告されたが，外形だけによる記載で，現在は，集合群に移されている： Diversibipalium cantori (Wright, 1860)． 
 これらの報告を比較検討した結果， Kaburaki (1922d) と加藤 (1950) の記録はそれぞれに別種で，また D. cantori 
の記述とも一致しないことが判明した．すなわち，学名がない 2 種には，原著者名にちなんだ新名 (new name) を与え

ることにした． Kawakatsu et al. (Ms.) に入れるために復刻したこれら 2 新種の交接器官図のコピイを展示したい．      

エピローグ 

 分類学は基礎的な学問で，旧い断片的な報告 ―たとえ，日本語だけの記録でも― を無視することはしない．80～85
年も前の動雑や彙報の論文でも，分類学者にとっては貴重な文献である．また，先達の仕事を現在に蘇らせることも，そ

の責務であろう． 
******************* 

 
Poster Presentation by Kawakatsu & Sasaki at the Occasion of the 74th Ann. Meet. of the Zool. Soc. of Japan Held 
in Hakodate, on September 17-19, 2003.  http://planarian.net/kswp/41/oldpaper.pdf 
 
[The foundation of turbellariology in Japan was consolidated by papers published in the 1880-1925 Age of the Zoo-
logical Magazine, Annotationes Zoologicae Japonenses, and the Journal of the College of Science, Imperial univer-
sity of Tokyo.]  In Japanese. 
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Cover Pages of original reprints of 6 papers by the late Dr. T. Kaburaki. 
 
Top-left.  Ijima, I. & Kaburaki, T., 1916.  Preliminary Descriptions of some 

Japanese Triclads.   Annot. Zool. Japon., 9: 153-171. 
Top-middle.  Kaburaki, T., 1917.  Notizen über japanische Tricladen.   Annot. 

Zool. Japon., 9: 325-333. 
Top-right.  Kaburaki, T., 1922.  Notes on some terrestrial planarians.   Annot. 

Zool. Japon., 10: 155-159. 
Bottom:  Title pages of Kaburaki’s (1922a, b, c) 3 planarian papers published 

in the Journal of the College of Science, Imperial University of Tokyo, 
44 (Arts 2-4).  See the following web article. 

      http://planarian.net/kswp/36/kaburaki.pdf 

  



   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  


